
■直接実施

□業務委託又は指定管理 ）

□補助金 ）

□その他 （ ）

人 人 人

人 人 人

平成21年度実績 平成23年度予算

千円

千円

千円

0

727

0.1

総事業費 973

コ
ス
ト

千円

246

0.1

727

根岸和泉なし 課長名

0

727

千円

千円

平成22年度実績

千円

目的
（何のために）

　満１００歳高齢者を市長、副市長等が訪問して長寿を祝い、多年にわたり社会に貢献さ
れたことに感謝するとともにその労をねぎらう。

事業の必要性

事
　
業
　
概
　
要

対象
（誰・何を対象に）

事業内容
（手段・手法など）

訪問対象
（１）当該年度の４月１日以前から市内に在住し、９月１５日を基準日として満１００歳の方
　　（明治４３年９月１７日から明治４４年９月１６日に生まれた方）
　　５１名(平成２３年９月１日現在）
（２）男女最高齢者

　敬老訪問を希望された男女最高齢者及び満１００歳の者の自宅又は、入所施設を市
長、副市長等が訪問し、敬老祝金と記念品を贈呈するとともに、長寿を祝い労をねぎら
う。

　市長、副市長等が直接訪問するため、本人及び家族に大変喜ばれる事業である。
　本人、家族だけでなく、他の高齢者の生きる励みとなっている有意義な事業である。

事務事業評価シート

事業番号

保険高齢部

高齢者福祉課

17

課名事業開始年度

局名

部名

健康福祉局
敬老訪問経費事業名

実施方法

昭和３９年度

根拠法令等

（委託先又は指定管理者：

（補助先：

概算人件費

従事者数嘱託職員・
臨時職員等

人件費　合計

概算人件費

事業費（直接経費）

人
件
費

正規職員
従事者数

千円

千円

0

727

千円

727 727

千円千円

0

千円

千円

0

279

0.1

260

千円

0

1,006

0.00 0.00

千円987 千円

市民一人あたりの事業費 千円0.00
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0 0

千円

事業の自己評価
（今後の事業の方
向性、課題等）

　平成２２年度から満１００歳の人と、男女の最高齢者を訪問対象とすることに変更して実
施しているが、平成２３年度の訪問件数は前年度と比較して横ばいであった。

平成23年度予算

千円

千円

平成21年度実績

国・県支出金 0

0受益者負担金財源内訳

0

260一般財源

0

246 千円

その他（　　　　　　　　　）

0

千円

千円

千円0

0

平成22年度実績

千円

千円

千円

千円

279千円

平成２３年度
事業費の
主な内訳

（人件費を除く）

項目 金額

千円

千円

千円

千円

233

13

消耗品費（色紙、手土産代）

印刷製本費（記念写真代）

17.9 18.3

Ｈ23年度見込

55

Ｈ23年度見込Ｈ22年度実績

単位当たりコスト１

活動実績１

活動実績２
活動指標名

活動指標名

（総事業費/活動指標）

Ｈ21年度実績

55115

単位

単位 Ｈ21年度実績 Ｈ22年度実績

人

成果目標
（現状の成果及び
今後どのようにした
いか、定量的な評

価で示す）

　訪問率は、対象者が満１００歳の高齢者であるため、３０～４０％となっている。なお、平
成２２年度に訪問対象者を１００歳以上から１００歳に見直したため、訪問率は約１０％上
がっている。

単位当たりコスト２ （総事業費/活動指標）

対象者の人数

千円

31（36人）％

Ｈ21年度実績

8.5

Ｈ23年度見込

訪問率 40（22人）
成果実績

成果指標名 単位 Ｈ22年度実績

40（22人）

特記事項
（事業の沿革等）

　昭和３９年度開始。平成１０年度まで訪問対象は満９５歳以上の人、平成１１年度から２１年
度までは、１００歳以上の人を対象に訪問を実施していた。
また平成１０年度までは、長寿夫妻（結婚６０周年＝ダイヤモンド婚）の訪問も実施していた。

ある ない必要性

　敬老訪問は、市長、副市長等と長寿高齢者との交流の場であり、本人、家族にたいへ
ん喜ばれている。又、広報等を通じて、他の長寿高齢者の励みにもなっており、市民の高
齢者に対する理解や意識の高揚にも役立っている。

評　価

《評価区分の理由》

ある

有効性

経営評価委員会
による意見

○現状維持
事業所管局の意見のとおり

Ｈ24年度
予算への反映

現状維持とする。

ない

ない

効率性
《評価の視点》

ある

《評価の区分》


